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本研究の目的は、アルゼンチンにおける日本人移住者の生活の中に、「日本の生活文化jがどのよ
うに伝承されているかを明らかにすることである。
アンケート調査は、2003年四月から2004年9丹の間に面接を介して実施した。本報告で用いるのは、
日本に15年以上生活経験のある女性16名を「移住者Jとし、日本での居住経験が15年未満で30歳以上
の女性15名を「盟系人Jとした31名である。また、移住者の生活実態を知るために、 2003年12月に10
日間であるが現地調査を行った。
調査結果は、第一に精神面である家族制度については、アルゼンチン社会と向化して夫婦家族制を
とっている。しかし、親族交渉は頻繁である。また、県人会や日本人会での活動への参加率も高い。
に、物質的な国では、住生活で、の「風呂Jへのこだわり、食生活での日本食の再現・工夫の様子、
衣生活ではf着物jへの愛着などがみられた。その結果、移住者が習ってみたいこととして、「料，理j
が第一にあがり、次が「百本舞踊」ゃ「盆踊り」、そして「和裁jも習いたいとしている。県入会や
臼本人会での「日本舞踊Jの会や「盆踊りJの催しは、移住者が日本の生活文化を怯える、楽しむ、
アイデンティティを形成するものとなっている。
緒
本研究は、「日本の生活文化Jとは何かという向いに答えたいという試みである。
研究を始める契機としては、第一には、『さがの女性史jの執筆活動のなかで、南米へ移住した女性の
生活に関心をもったことによる。佐賀県では昭和61年ー (1986) 3月に『佐賀県海外移住史jを編纂・発行
している。この移住史のなかで呂をひいたのが、南米に移住した女性の手記である。異文化社会で生きた
半生を語る中に、その日常生活のあり様がよく語られていた。男性の手記とは異なり、衣食生から家族の
関係に及ぶ生活全般(生活文化)が語られている。そして、ブラジルやアルぞンチンという佐賀とは異な
る生活環境にあって、日本での生活様式を守ろうとする側面と、新たな環境への適応を留ろうとする側面
がみえた。そこで、日本の生活文化とはイ可か、具体的なかたちとしての「日本の生活文化の缶承」を考究
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したいと考えるに主った。
「生活文化の伝承」とは、 f生活文化の伝承は生物学上の遺伝により生得されるのではなく、社会的に行
われる経験・知識・技術の積み君主ねや教育により伝達される。多くは家庭生活の中で伝承されるが、学校
教育の組織的教育によってもなされる。Jと理解される。そして、生活文化とは「物質面には食物、被龍、
住居などがあり、精神田には日々の生活における科学、哲学、宗教、芸術、法律、管!貫などがある。生活
文化の精神面と物質面は椋互に関係しあって、包括されて生活文化を形成する」との定義を取ることにす
る(村山淑子「生活文化の伝承と革新j問日本家政学会編 f家政学事典j337頁)。
では、日本の生活文化とは持か、前述のように海外移住地でのフィールド調査を試みたいと考えていた
ところ、共向研究者がJICAのシニア海外ボランテイア (f文化一般J) としてアルゼンチンの首都ブエノ
スアイレスで活動することになり、フィールドをアルゼンチンとした。共同研究者は、日本舞踊の教授に
赴いた (f名取jである。)0 JICAが、アルゼンチンの日系社会が求める支援に応、える人材派遣である。し
たがって、海外の日系社会が、 JICAの海外ボランテイアに対してどのような日本の生活文化を伝えても
らいたいと期待しているかを具体的に明らかにすることにもなる。
l 研究方法
1 アルゼンチン移住小史
アルゼンチン共和国 (ArgentineRepublic)と、当地への日本人の移住について簡略に述べておく。
アルゼンチンは、国土面積2，780千krl(臼本の約7.5倍)、人口36，027千人 (2001年国勢調査結果)、人種
は欧州系(スペイン、イタリア)97%、インデイヘナ系3%である(外務省諦ベ)。
アルゼンチンは、明治9年 (1876)に移民殖民法を制定して移民を受け入れてきた。日本と正式な間交
が始まったのは明治31年 (1898)である。この当時より呂本からの移住があった。日本から直接、本棒的
な移住が始まったのは大正2年 (1913)からである。昭和9年 (1920)に、在習邦人は約5，400人であっ
た。
戦後には、昭和32年にアルゼンチン拓殖協同組合が、年間80家族以内、総数400家族の日本人移住者枠
を獲得し、同年設立された日本移住振興株式会社が集毘移住地「ガルアベ一入植地Jfアンデス入植地」
などを購入し、約2，200人が入植した。昭和37年には日亜移住協定が締結されたが、協定に基づく計画移
住とは加に、呼び寄せ移住は継続された。しかし、呼び寄せ移住も昭和40年代までに逓減し、その後は年
間に数名を数えるかどうかという状況である。
現在のアルゼンチン在留邦人は、 2001年10月時点で、戦後の移住者が12，066入、長期滞在者772人、永
住者10，857人、永住者と 2世以降の臼系人が32，000人と推計されている(領事移住部政策課、2002年7月)。
在亜臼系社会の規模は、現地で約6万人ときいたが、正確な数は不明である。移住者の9割が沖縄県の出
身者で出められる。
ここで、「日系人」の定義にふれておきたい。まず、広義には、①移金者(日本国籍)、②日系人(1世
で移住先の国籍保持)、③日系人(移住先で出生、日本毘籍保持)、④日系人(移住先で出生、移住先の国
籍のみ)、⑤長期滞在者、を合む。狭義には、前記の②③④を日系人と称し、移住者と匹別している。
さらに、佐賀県からの移性についても記しておきたい。佐賀県からは、明治33年(1900)に正式なアル
ゼンチン移住者(入閣者)第 l号として榛葉費雄氏(岩津市)がいる。戦前の紹和15年 (1940)には、佐
賀県出身の男性57人、女性24人の合計81名で、 47都道府県中8番目の多さであった(外務省)。戦後につ
いては、佐賀県からは5家族10名と単身7名が移住している (r佐袈県海外移住史jの名簿とは一致しな
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い。)。在亜イ左賀県入会は昭和51年 (1976)に会員36家族で発足し、現在は約400名を数えるという(現在
名簿作成中である。)。
2 先行研究
アルゼンチンにおけるフィールド調査に基づく「生活文化Jに関する研究は、現在のところ見当たらな
い。ただし、国は異なるが「ボリビアにおける日本移民J(r発展途上国への移民の研究ーボリピアにおけ
る日本移民-j1987年)の研究において、移住者の生活実態を「生活文化」の視点から捉える試みがなさ
れている。本書は900貰を越す大著である。「第7章 日本移民の生活」、「第8章 日本移民のボリビアへ
の適応とその意識」に、その生活実態を詳述しである。
ボリビア研究では、調査対象者を入植地のサンファン、オキナワ、ラパス、サンタクルスの4分類で比
較分析している。入補地の生活環境の違いから、“脱日本的傾向"の強弱がみえてくることを実証してい
る。食生活についての記述で、「地匿別にみると日本料理と答えたものは、サンファン>オキナワ>サン
タクルス>ラパスの願に減少しており、この“脱日本的傾向“の順位は、今後検討していく他の殆どすべ
ての項目にもみられるものであって、集団移住地で最も日本的習慣の維持は弱く、都市においてそれは弱
化する。 (402頁)J とある。
ボリピア研究の成果は、本研究に対しでも示唆するものは多い。しかし、「日本的観向」が生活のなか
にどのように生きているかについては、すでにボリビア諦査は20年の時の経過があり、現時点でフィール
ド調査を試みれば、かなりの異なる知見がみられるのではないかと忠われる。また、ボ、リピア研究は、「発
展途上国へのj移住者の研究であり、「民族文化といわれるもののうち外形上把撞の容易な諸点につき、
臼本的なものからボリビア的なものにどのように変化したかを、先進地域からの移民の、後進地域への適
応、 (1問化問題jとも述べである)という問題意識を踏まえて検討しようとするものである。 (399頁)Jと
いう、本研究とは異なる視点にたつものである。
本研究は、アルゼンチンの日本人移住者が日本の生活文化を保持しているか、そして保持するためにど
のような努力、工夫をしているか、言い換えれば異文化社会において日本の生活文化をどのように伝承し
ているか、という視点から進めようとするものである。
3 アンケート調査と語接調査
(1) アンケート調査の実施
アルゼンチンに生活する日本人移住者及び日系人を対象に、その生活一般を知るためにアンケート調査
を実施した。調査項冨は、家財道具の所有状況、自由時間の過ごし方、家事の遂行、食事・料理、日本文
化の理解、老後の計画、生活、満足、である。この調査項目については、共同研究者の渡航前研修や現地税
からの現地情報を得て作成した。
調査票は、日本語版とスペイン語版を用意した。アンケート調査は、平成151ド(2003)米から平成16年
9月の間に面接を介して実施し、 43票田収した。内訳は、男性10票、女性33票であった。
本報告では、日本で15年以上(中学校卒業以上)生活してアルゼンチンに移住した女性同名を[移住者J、
日本での居住経験が15年未満で30歳以上女性15名を「日系人jと称する。移住者と日系人の合計である
体を示す場合は、「調査対象者」または日本人「移住者Jと表現する。
(2) 面接調査の実施
アルゼンチン移住者の生活状況を把握するためには、現地調査が不可欠と考え、平成15年 (2003)12月
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に2週間(在亜日数10日)の諦査旅行を行った。面接調査の対象者は、佐賀県人会の女性会員 5名である。
アンケート欝査の「移住者Jと同様に、佐賀県に15年以上居住経験がある人という条件をつけて、県人会
で任意に紹介してもらった。(他にも、 3件の移住者の自宅訪問もし、移住者の生活を理解する参考とし
た。)調査地は、首都ブエノスアイレス市内と近郊である。
佐賀県人会の 5 人の調査対象者についても、各々自宅を訪陪し、 2~3 時間をかけて面談した。面談の
内容は、移性の経緯に始まり、現在までのライフヒストリーの開き取りである。自宅訪陪が実現した結果、
住まいや食事を実際に体験できた。
(3) 分析
本報告では、アンケートの調査結果の結果を、以下のような形で報告する。
l 調査対象者の生活環境 2 日本の生活文北 3 生活評鏑
年齢世帯構成 家財道具の所持 家経内役割遂行
社会活動
親族交渉開居観
五 アンケート調査の結果
1 調査対象者の生活環壌
(1) 調査対象者の属性
「伝えたい日本の文化J
「習ってみたいことj
心配事・悩み事
生活満足度
移住者の平均年齢は63.31歳、 54歳から74歳の間にあり、一世と呼ばれる人たちである(表1参照)。国
籍は日本 (14名)が多く、二重国籍(日本と車問)が2名いる。日本の岩住年数は平均年数23.44年、 16
年から31年のl揺がある。したがって、アルゼンチンの平均蔚住年数が37.19年となり、 28年から53年の 11富
がある。移住者も臼系人も、日本からアルゼンチンに移住したとはかぎらない。ブラジルやパラグァイな
どを経由している場合もあり、日本居住年数とアルゼンチン賠住年数の合計が平均年齢と一致しない。
日系人は、一世、二世である。平均年齢は51.67歳で、最年少者は34歳、最年長者は73歳である(表l
参瓶入国籍は、アjレゼ、ンチン 6名、日本5名、二重田籍(日本と型国) 3名、その他(ブラジルと
のこ震国籍) 1 名となっている。日本での居住控が1O~14年ある人が 5 名あり、他は 0~4 年の間にある
が、この場合は成人になっての所謂「出稼ぎjや各種研修によるものである。
(2) 生活環境
調査対象者の関語家族員と世帯構成を、さらに、その就業状況、住まいの様子などから生活環境をみる。
移住者の隠居家族は、夫 (8名)、子ども (11名)、孫(1名)、母親(1名)である。移住者の全員が
既婚者であるが、半数が死別、離別、別語により夫とは同居していない。アルゼンチンの家族制度は夫婦
家族制であり、日系社会でも夫婦家族制をとっているとみられる。同居の子どもは未婚の場合が多い。そ
れでも、 2ケースは3世代用賠である。
日系人では、夫(9名)、子ども(12名)、母親 (2名)、父親(1名)、兄弟姉妹 (2名)という同居家
族がいる。既婚者は13名で、未婚者が2名おり、親や兄弟姉妹との関岩は未婚者のケースとなる(表2参
つぎに、 fこれまでの主な職業」は、移住者の場合は農業自営(7名)が多く、専業主婦(5名)が続
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く。農業自営の場合は、夫婦で農業移住した結果であり、専業主婦という場合は、夫が都市生活者で、あっ
たことがわかる。現在も 9名が仕事を続けている。
日系人では、「これまでの主な職業Jが専業主婦(6名)というのが多いが、有職者の場合は、農業、
高業、勤めなどと多様である。専業主婦以外は全員、現在も仕事を続けている。
住まいは、移住者も日系人も一戸建て、自家、が多い。アルゼンチンの住宅地は、 100メートル西方を
単位に匿画整理しである。これを 2等分あるいは3等分して道を通して、この道に直角に宅地をとる。平
均的には間口10メートル、奥行き27メートルという宅地となる。一戸建ては、郊外であると王子麗であるが、
市街地は2賠建てもみられる。住宅は、アルゼンチン風(1スペイン風」という表現も開かれた。)である。
表1 鵠査対象者の年齢構成 人
年齢(歳)
30~39 40~49 50~59 60~69 70以上
移住者 16 (100.0) 5 (31. 3) 9 (56.3) 2 (12.5) 
日系人目 (100.0) 3 (20.0) 2 (13.3) 7 (46.7) 2 (13.3) 1 (6.7) 
表2 調査対象者の同農家族員 A 
夫 ども 孫 母親 父親 兄弟姉妹
移住者 16 (100.0) 8 (50.0) 11 (68.8) 1 (6.3) 1 (6.3) 
日系人 15 (100.0) 9 (60.0) 12 (80.0) 2 (13.3) 1 (6.7) 2 (13.3) 
(3) 言語
文化と蓄えばまずは f雷語」であると思われる。そこで、自本とアルゼ、ンチンでの通学経験の有無、日
本語とスペイン語の「読み書きJ能力の程度(自己評価)、そして、子どもや孫との会話での使用言語を
尋ねた。
移住者の場合は、全員日本の学校に通学しているが、日本語の読み書きについては、「全く不自由はな
いJ9名、「普通J5名、「少し不自由J2名と、少なからず不安を覚えているようである。同時に、スペ
イン語については、アルゼンチンでの通学経験のない人が多く (13名)、在亜期間は長いものの、「かなり
不自由J(9名)、「少し不自由J6名としている。「忙しくても、最初にスペイン語の教室にきちんと通っ
ておくべきでしたjという戸を開いた。「目前の仕事にかまけて行かなかったJという悔恨である。
一方、日系人では、日本の学校に通学経験が「あるJと答えた人が7名いるが、その年数は銀いことが
わかる。しかし、現地で「日本語学校Jに通うことも多いと考えられる。そこで、日本語の読み書きも、
「普通J以上が8名おり、「かなり不自由jは5名となっている。スペイン諸については、 13名がアルゼ、
ンチンで通学経験があり、 11名が「普通j以上と答えている。
では、日常の会話には日本語を強うのか、スペイン語かとなると、「子どもとの会話jについては、移
住者は日本語(10名)が多く、日本語とスペイン諾の併用(5名)もいるが、日本語が第一言語というこ
とになる。日系人で、は、スペイン語(5名)を使う、日本語とスペイン語の併用(6名)と、スペイン諾
が第一書諾となるが、日本語(2名)を使う人もいる。日常のf吏用言語は、日本語からスペイン諾へと変
わっていくようである。
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移住者 16(100.0) 
日系人 15 (100.0) 
(4) 社会活動
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表3 子どもとの会話に用いる雷諾
スペイン語
5 (33.3) 
日本語
10 (62.5) 
2 (13.3) 
スペイン語
と日本語
5 (31. 3) 
6 (40.0) 
人(96)
子どもは
いない
1 (6.3) 
2 (13.3) 
本アンケート調査の対象者は、当地で様々な活動に参加している人から任意に抽出したものである。そ
こで、調査対象者が、自臨時間の過ごし方として、地域の社会活動に参加している状況をみておきたい。
また、調査対象者の臼頃の交通手段は何か、その外出額度はどの設かも確認しておく。
臼頃の交通手段は、移住者も日系人も違いはなく、パスやタクシー、自転車を使っている。慈の利用も
多いが、自分で運転しないようである。乗用車の所有率は高いが、一家に l台という状況であると思われ
る。アルゼンチンでは車の所有には、特に新車の所有となると高額な出費となるように制度化されている。
なお、タクシーは比較的安く利用できる。
外出頻度は、「逓 2~3 白くらいj、「週 4~5 囲くらいJ rほとんど毎日Jと、比較的外出しているよう
である。自由時間も「あるjという人が大多数であるが、有業者で「忙しくて自由になる時間はないJと
いう人も少数 (4名)いる。
では、自由時間の過ごし方であるが、家鹿内で過ごす方法と、家庭外に出かけて過ごす方法に分けてみ
ると、やや家庭内で過ごす方法を多くあげている。日系人に家庭外で、過ご、す方法をあげる人がやや少ない。
しかし、自由時間の過ごし方からみると、移住者も日系人もそのライフスタイルに大きな違いはないよう
だ(表4参照)。
自自時間の過ごし方のなかでも、「地域活動に参加するJr習い事をするJr礼拝に行くJrスポーツ・運
動をしているJなどが、地域のグループ活動に参加しているものとして理解される。そこで、地域のグルー
プ活動への参加状況をみると、何も参加してないとするのは、移住者で1名、日系人で3名である。
グループ活動のなかで最も多くの人が参加しているのが「婦人会Jで、ある。これは、日本人会の婦人部、
県人会の婦人部。ということになる。また、「趣味の会jも日本舞踊等の習い事になるが、これも日本人会
や県人会の組織が背景にある。 r教会Jは、!日教の教会へ行くと答えている。アルゼ、ンチンの日系社会は、
日本人会と県人会から成っていると雷われるが、本調査対象者の社会参加ということは、日本人会や県人
表4 自由時障の過ごし方 人
移住者 日系人 移住者 日系人
テレビを観る 16 14 老人センターへ 1 l 
ラジオを聴く 3 10 地域活動に参加 6 6 
新聞を読む 8 9 買い物へ行く 14 9 
本や雑誌を読む 14 10 喫茶店などへ 2 2 
身の閤りのこと 11 10 習い事をする 8 7 
関芸・庭いじり 10 7 ネL拝に行く 5 6 
横になり休む 7 4 カラオケで歌う 2 
友人・擁人と交際 12 7 スポーツ・運動 7 4 
子や孫と会う 4 5 L竺り理一一 2 
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会への参加であると捉えてよいと考えられる。
(5) 親族交渉
アルゼンチン社会は夫嬬家族制であり、子どもは結婚したら生まれた家族からは地出する。したがって、
自由時間の過ごし方に「子や孫と会うJを挙げる人(9名)がいるということになる。そこで別居子との
交渉頼度を尋ねた。 別居子のいる人の3分の2は、 r1ヶ月に数回」以上会うと答えている。既婚子と同
居はしないが、比較的よく会うようである。
アルゼンチンでは、夫婦家族制ではあるが、家族主義であるとも言われる。例えば、クリスマスはキリ
スト教固にとって最大の行事であるが、アルゼンチンでは家族でミサに出かけるということはなく、この
日は親族が集まる日であり「家族の日jである。夫婦の場合、この持間帯は夫の親を招く、あるいは妥の
親の家へ集まるなどと、兄弟姉妹のスケジュール合わせに頭を痛めるそうだが、「是非とも家族は集合し
なければならないJという。
移住者にとっては、既婚子とは別賠するものの、アルゼンチンの家族制度は受け入れやすいものであっ
たように思える。
そこで、老後の生活設計という意味で尋ねたのであるが、老後を「既婚子と同麗してJ世話をしてもら
うことを期待する人は、移住者にも日系人にも一人もいない。しかし、既婚子が「老親の世話ができるく
らいの近い所にJ近居してくれることを期待する人が半数を占め、老後の生活支援を子どもに期待してい
ることはよく分かる。近居希望以外は、 f子どもに頼らず、自宅で暮らすJで、「老人ホームjの入居希望
者は少ない(表5参照)。
アルゼンチンには、福祉施設としての老人ホームは10ホームもないと聞いた。では、高齢期はどのよう
なライフスタイルがモデル化されているのか。親や子どもに経済的余裕があれば、老親の心身が弱り、身
の屈りの世話が必要となると、ボリビア、パラヴァイなどのインデイオの若い女性を低賃金・住み込みで
うそうである。(私立の老人ホームを 1箇所視察したが、ここでも、洗濯・掃除・料理の仕事は、イン
デイオの若い女性たちが担っていた。)
調査対象者の老親子同賠観は、アルゼンチン社会に同化していると理解される。しかし、同居観と関連
して、「長男・長子には特別な役割があると思うかJという問にたいしては、「そう思う」という人は移住
者、日系人にも各々 4名おり、さらに移住者には「どちらともいえないJ(5名)という人もいる。長男・
長子意識はあると思われる。
表5 老親子関居観
① 結婚した子の一人が開居して、親のお世話をするのがよい
移住者
人(%)
呂系人
② 子どもは結婚したら親とは別居するが、老親の世話ができる I8 (50.0) I 7 (46.7) 
くらいの近いところに住むのがよい
③ 老後は子どもに頼らずに、自宅でくらす
④ 体が不自由になったら、老人ホームなどでくらす
⑤ どうしてよいか分からない
無回答
5 (31. 3) 
1 (6.3) 
1 (6.3) 
1 (6.3) 
5 (33.3) 
1 (6.7) 
2 (13.3) 
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2 アルゼンチンにおける日本人移住者の生活文化
(1) 家嵩道異の所有
家財道具の所有状況から、移住者の生活実態をみておく。 27項目を挙げておいたが、多くの項目につい
て高い所有率を示しており、調査対象者が現地において一定水準の生活を保持しているということもわか
る(表6参照)。
①住関{系 住生活に関する項自については、ベッドやテーブルの所有率がほぼ100パーセントで、住生
活がアルゼンチン風であることがわかる。訪問したお宅でも全戸 (7戸)、土足、テーブルと椅子の生活
であった 1・2参照)。ただし、ソファがあっても使われている様子がなく、「靖子の方が使い勝手
がよいjということで、ここは日本的であった。
残念なのは、本アンケートに「風呂JrパスタブJrシャワー」をあげなかったことである。移住者への
開き取りでは、お嵐呂への郷愁は強くあるように感じたのである。「パスタブが深いので、お風呂感覚で
入れますj、「パスタブが浅いので、たっぷりお湯を張って入るのJ、「こちら(のお宅)はシャワーだけよ、
00さんが気の毒よj、「自分でお風呂を作って、毎晩入っています(レンガを使った立派な作りであっ
た。)J、という声を開いた。お嵐呂やパスタブを備えるには、費用がかかる。アルゼ、ンチン社会では、
般的にはシャワーのみであり、日系の若い人も「シャワ}だけでいい」と語っていた。それだけに、「お
風呂への郷愁度jが日本人であることのひとつのモノサシ(指標)になるようだ。
テレビ・ラジオ・ピデオ・ラジカセという視聴覚関係も所有率は高い。ビデオは、移住者の場合は、自
由時間の過ごし方で r(ビデオで日本の)テレビを観るJ(16名)とあるように、必需品である。日本の衛
星放送を夜間に録顕して、翌吾、視聴するのである。テレピの衛星放送とどデオの組み合わせば、移住者
の生活に、日々の楽しみを越えたそれ以上の影響があるようだ。
②衣関{系 衣生活にかかわる境目として、「張り袖JrゆかたJr訪問着」、「ミシンJをあげた。ゆかた
は、移役者 (15名)も臼系人 (10名)も多くの人が所有している。振り袖や訪問着も所有していることが
わかる。前述のように日系社会では、日本舞踊のお譜古や発表会、またお祭り、盆踊り、と踊る機会は多
いそうである。したがって、自分たちでも作るし、訪日の機会に新規に購入するなどしている。
競りのサークルを主催している日系人女性に、発表会の写真を見せてもらった。三世、回世となると混
血もすすみ、一見すると白人のように見える少女も、ゆかたや振袖を着て踊っている。金髪の少女は着物
を着て、「私は日本人よjと誇らしくスペイン語で、語ったという。締麗な着物と、優雅な所作の鵠りは、
日本の高い文化と理解されると考えられる。
写真1 移住者の自宅客間
(飾つである盟は有田娩。)
写真2 移住者の吉宅リビング・ダイニング
(カレンダーは日本から送ってもらう。)
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表6 所有する家慰道具 人
移住者 日系人 移住者 日系人
テレピ 16 15 掛け軸 6 5 
ラジオ 14 15 古いアルバム 15 8 
扇風機 16 13 振り袖 5 4 
洗濯機 15 12 ゆかた 15 10 
15 15 訪問着 8 5 
1 1 ζ ンン 14 1 
ラジカセ 13 13 アイロン 16 15 
炊飯器 16 14 乗用率 8 10 
ト スター 6 8 トラック 2 l 
スト ブ 16 13 ピデオ 16 14 
ベッド 15 15 天火・オーブン 15 12 
景・ござ 7 2 湯のみ 16 14 
テーブル 16 15 ご飯茶碗 15 13 
盛ぶとん 7 6 
③食関係 食生活に関係するものでは、 f電気釜・炊飯器Jをほぼ全員所有している。アルゼンチン社
会は、肉とパンであるが、移住者も日系人もご飯を食べているということになる。「湯飲み」ゃ fご、飯茶
碗jも所有している。しかし、若い世代から「ご飯を食べなくなったjという声も開いた。そこで、「天
火・オーブンJのように、肉料理に欠かせない器具もまた所有率が高くなっている。
大変大まかであるが、食事は「和食が中心Jかどうか、と尋ねた。移住者も日系人も、「いろいろであ
るJ(9名、 9名)が多いが、「和食が中心J(6名、 5名)もあり、すっかり「アルゼンチン風であるJ
は各々 1名である。調査対象者は、まだ向日食jを食べていると言えよう。しかし、 70歳代の女性が、日
ヶ月に 1留か2聞は、無性に肉を食べたくなり、また食べないと元気がなくなるの。Jと語っていた。そ
の肉も、「アルゼンチンの牛肉(においが強烈である。)でないと満足しない。」という。食生活は、気候
風土との関係で否応無く変化する部分があると言えよう。
三世、四世となると「肉さえあればいい、という食生活になるjと三世の青年は諮っていたが、それで
も f寿司(巻き寿南、ちらし寿司)などを親が作ってくれれば食べるし、アルゼンチンの友達に自慢でき
るjそうである。親の世代(調査対象者)は、味噌を作り、梅干、らっきょうも漬け、 にできると友
写真3 自穫の梅子
(梅も紫蘇も自本人移住者が現地で栽培した。)
4 きゅうりの穣漬け
(糠はパン粉で代用している。バナナで発酵を
偲す。昧は自本と変わらない。現在は、糠も
市販されてはいる。)
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人間で物々交換し、レシピを配って工夫を重ねるなどしている。これまでの和食の生活が、どのようにし
て維持されてきたのか、今後も来たして継承されるものか、さらに諦査・検討してゆきたいところである
(写真3・4参頴)。
(2) 伝えたい日本の文化
①伝えたい告本文化 アルゼンチンで生活する移住者や日系人は、 f日本文化」をどのように理解して
いるのかをみるために、子どもや孫に if:云えたい日本の文化Jとして13項目にチェックしてもらった(表
7参照)。移住者は平均6.3項目、日系人は5.8項目のチェックがあった。移住者の方がやや多いが、項自
ごとのチェックをみると大きな違いはない。
最も子孫に伝えた日本の文化は、「日本語Jである。日系人には自本語が「不自由J(6名)という人も
いるが、それでも、日本人・日系人としてのアイデンテイティとしての日本語は伝えたいと考えられてい
る。親は、子どもを日本語学校に通わせることに、これまでも、そして現在も熱心である。
また、 f日本人の礼儀正しさJや「日本人の勤勉なところjという精神間に関わる項目を多くの人が挙
げている。南米の間々の閤民性として、労働よりも人生を楽しむと表されるが、このような領向に対して
の批判的な姿勢として選考されるのであろう。そこで、調査対象者に仕事と生活を楽しむことの比率を問
うたところ、移住者と日系人には差がなく、「仕事が第ーだが、少しは生活も楽しむJ(9名、 7名)、「仕
と生活を楽しむことを半々にJ(6名、 6名)、とやはりやや仕事に傾き「勤勉なところjを大切にして
いると理解される。
次は芸能という分野になり、「日本のうたJ、f盆蹄りjや「日本舞踊Jの蹄りである。訪問した移住者
のお宅で、 NHKの「のど自慢大会Jに出場した人の話や、腕りの発表会の話などは話題によく登った。
日本語と間様に、歌や踊りも日本人で、あることを外に向けて表現できるという効果が、子どもや孫に伝え
るべき文化として理解されている側面があると思われる。
「日本の民芸品Jをあげる人も多い。訪問したお宅では、必ず日本のお人形、扇子、土産品(記念品の
類)、置物などが棚や壌に上手にディスプレイしであった。不思議とアルゼンチンや南米などの民芸品は
メインの位置には飾られていなかった(見なかった)。これらの民芸品を身近に置くことには意味がある
と思われる。
表7 i云えたい語本の文化 人
移住者 日系人 移住者 日系人
日本人の勤勉さ 12 10 はしの使い方 5 5 
日本人の礼儀正しさ 14 12 ラジオ体操 5 1 
日本語 15 15 日本の授史 5 6 
盆踊り 6 2 自本のうた 11 11 
5 3 日本の民芸品 8 6 
華道 6 3 わからない
武道 3 4 その1出 1 
日本舞踊 5 8 
②E本の行事 現在、怯えている日本の行事にはどのようなものがあるか。日本の生活文化が息づいて
いる様子の一端が窺えると思う。
移住者も日系人も似た額向を示しており、「お正月」と「大みそ臼Jをほとんと守の人が特別な日として
いる。「日本の行事をするときに、おたくではどのような行事食会作りますか」という費問を用意したが、
アルゼンチン移住者にみる日本の生活文化伝承 275 
ここの回答 (FA)によれば、「すし、いなりずし、さしみ、にしめ、おもち(雑煮)Jなどを作るようで
ある。また、親が健在であれば、「親の家に出かけて、自宅では食べません」というケースが多い。日本
の里帰り正月風景と同様である。
他の日本の行事は、「彼岸中日Jや「うら盆jで、祖先祭詑に関する行事・である。アルゼンチンでも、
移住者の需では墓地をどうするかは大きな生活問題である。すでに日本人会の働きかけもあり、仏教系の
納骨堂が作られている。当地には、公共墓地があり、費用の心記はないが、決った年数が経つと日
う合同葬になる(個人暮がなくなる)。分譲の傭人事となると、 3坪以上はある納棺堂となり、費用は高
額となる。
一方、 fアルゼンチンの祝祭日では、おたくではどのような行事食を作りますかjという聞いには、「特
別なことはしませんjという回答が多くみられた。生活文化としての日本の行事は、家庭行事としてライ
フサイクルのなかに定着したものの、移住先の行事はまだ理解されていないということであろう。後述す
る f習ってみたいことJに、 fアルゼンチンの歴史」という回答がみられたように、まだ移性先の生活文
化に溺l染んでいない額もあると思われる。
(3) 習ってみたいこと
「習ってみたいこと」を尋ねた。平均年齢の高い調査対象者が、 f習ってみたいJというなかに、日本の
文化として認識しているものがみえてくるのではないかと理解した。 fその他jも含めて21項目(うち「柔
道J1相撲Jは男性のチェックはあったが、本稿の調査対象者にはなかった。)を用意したが、移住者の平
均点数は3.75、日系人は4.07であった。移住者と日系人には、差のある項目(習い事)があった(表8参
照)。
最も習ってみたい希望の高かったのは f料理」である。移住者が多い (12名)が、これは和食の工夫を
知りたいというだけでなく、洋食 (1アルゼンチン料理J1西洋料理」などという注記があった)も含まれ
ている。しかし、日系人も多い(6名)ことから、アルゼンチンに居住していて料理を習ってみたいとい
うことは、和食への関心も強いと思われる。
次が「自本舞踊jである。「盆踊りJも加えると、「踊りJを習ってみたいという移住者や日系人は多い。
前述のように、日系社会では盆踊りや百本舞踊が盛んであり、日舞の指導者(名取)の JICAへの派遣要
請が続いている。着物や所作などが「日本jを実感できるものとして、それを身につけることが喜びであ
るようだ。
そこで、器系人のなかには f和裁Jを習ってみたい (6名)という人も多い。所有する家財道具のなか
にゆかた、着物、訪問着はあるがすでにこれだけでは足りない状況になっているようだ。子どものために
作りたい、また発表会の舞台用を作りたいなどの希望を直義聞いた。
ここで、基本から f習うjことの大切さを理解するのに役立つ話があった。自本舞舗の会を主催してい
る二世の女性の話であるが、「舞台用なので、袋帯などは l枚に切って結びやすくします。着物の裏はい
りません、その布地で、鴇祥を作ればいいで、すね。jと。この女性は、母親が80歳を越えた現在も娘や孫の
ために着物を縫ってくれるそうで、和服のきまり事を知った上での工夫・改良である。そして、自信をもっ
て、「私は、着物や和裁がどのようなものか知っています。知っていなければ、このような工夫はできま
せん斗と創作着物を羽織って見せてくれた(青いポリエステル地の単に、三世の美術科志望の娘さんが
竹林の模様を白いペイントで描いた。)。
移住者が習ってみたいと回答しているのは、書道(7名)、「生け花J(6名)、 f陶芸J(4名)などがあ
り、臼系人よりも多い額向にある。一方、上記以外に日系人が習ってみたいというのは、「日本語J(6名)、
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f折り紙J(6名)、「日本の歴史J(4名)で、移住者にも多い f生け花J(5名)、「書道J(4名)なども
あがっている。
3 アルゼンチンにおける生活評館
(1) 日常の役割遂行
移住者の女性が、現在の家族関係のなかでどのような役割を果たしているのかをみた。 f食事の用意や
後片付けJI室内の諦除や整頓JI、洗濯JI畏い物Jの家事項目と、「子どもの世話JI孫の世話」、「子ども
の相談相手JI認の相談相手Jの親や祖母としての役割項目についての自己評儲(遂行)である。
家事項目であるが、「食事Jについては、移住者も日系人も皆 fいつもしている」。未婚で親との悶居と
なると「時々しているんつぎに「洗濯Jも「いつもしているJoI諦除」や「買い物」は、日系人は「い
つもしているjとしているものの、移住者は平均年齢が高いこともあり、「いつもしているJと「時々し
ているjが半々となる。
どもの世話」については、移住者については子どもと間賠していても、「ほとんどしないjとしてい
る。世話ではなく、「相談相手」にはなっている(ロ名)ということがわかる。日系人の場合は、まだ10
作法
自本語
盆踊り
日本舞踊
書道
け花
余eHA1叫阜
剣道
和裁
洋裁
表8 習ってみたいこと
移住者 日系人
2 3 陶芸
l 6 折り紙
4 3 料理
7 8 カラオケ
7 4 日本の歴史
6 5 亜閣の授史
1 囲碁・将棋
2 ゲート・ボール
1 6 その地
2 柔道・相撲
表9 心配事や摘み事
子どもの仕事や結婚
孫のしつけや進学
家鹿内で仕事や家事がない
夫や妻との関係がよくない
嫁や婿との関係がよくない
しゅうとや姑との関係がよくない
アルゼンチン社会に溶け込めない
日系社会に溶け込めない
健康面に不安がある
経済的に不安がある
社会的にもっと成功したかった
仕事でもっと成功したかった
さびしい、孤独である
心配や悩み事はない
その他
移住者
9 (56.3) 
3 (18.8) 
1 (6.3) 
4 (25.0) 
3 (18.8) 
7 (43.8) 
1 (6.3) 
1 (6.3) 
1 (6.3) 
2 (12.5) 
1 (6.3) 
移住者
4 
3 
12 
I 
2 
3 
l 
1 
2 
人(%)
日系人
2ー百王百
2 (13.3) 
1 (6.7) 
1 (6.7) 
1 (6.7) 
4 (26.7) 
4 (26.7) 
3 (20.0) 
2 (13.3) 
4 (26.7) 
3 (20.0) 
A 
日系人
2 
6 
6 
l 
4 
2 
1 
1 
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代の子どもと同居しているケースもあり、「子どもの世話Jをいつも、時々 fしているJ(10名)ょうだ。
「孫の世話・しつけ」は、孫との同居例(1名)は少なく、また、認のいない人もあり、該当者は少な
いが、移住者にも日系人にも「しているJ人がいる (3名、 4名)。また、開様に「孫の相談柏手Jにな
る人もいる。
このように、日系社会の女性は、日常の家事や子どもの世話をしている様子が伺えるが、加齢による役
割遂行の程度の低下がみられる家事項目もある。子どもの結婚他出、配偶者との死別などにより単身高齢
者となった場合、日常家事を誰が担うかは、大きな生活課題となっている。
(2) 心配事や悩み事
比較的長期の移住生活を経て中高年期に入った人の多い調査対象者であるが、現在の生活のなかで、な
にが「心配事や悩み事jになっているか。そして、だれに相談相手になってもらっているか。
まず、心配事や悩み事としてあげた選択肢のなかで、調査対象者が女性であり、家事を担っているため
「家鹿内で仕事や家事がない」という人はいない(表9参照)。また、既婚子との間居が少ないために「嫁
や婿との関係がよくないjといつことは、あえて問題とされないことも示している。
一番の心配事は「子どもの仕事や結婚」、そして「孫のしつけや進学Jといった家族の生活に関するこ
とである。そして、「経済的に不安があるJと「健康面に不安がある」としている。加齢に伴う不安である
ともみられるが、アルゼンチンの現在の経済情勢や医療制度などにも起閣するのではないかと思われる。
次に、移住者のなかには未だに「アルゼンチン社会に溶け込めないJ(4人)とする人もいる。「社会的
にもっと成功したかったJや f仕事でもっと成功したかったjという人も含めて、異文化社会への適応に
おいて、葛藤を抱える人も少なからずいるとみてとれる。
このような悩みの桔談相手となるのは、「夫JiきょうだいJi子どもJi毅Jが多いようであるが、親族
ということになると「親戚・親類」も相談相手になっている(表10参照)。さらに、「友人・隣人Jが多く
あがっている。この「友人Jは、呂系社会の友人が多いようである。アルゼ、ンチン社会に溶け込めない人
もいるが、悩みの「相談相手はいなかったJとする人がいなつかたということは、親族網に加え、友人・
隣人との人間関係の形成も出来ていると考えられる。
面接調査の過程で知ったことであるが、アルゼンチンにも日本でいう円中人親」の慣習があり、仲人親
と子の間には生活支設の関係がみられるようだ。訪問諦査の捺に、仲人殺と息子ということで、息子さん
の自家用車を使わせてもらった。移住地において親挟関係を越えた入部関係の拡大を図る方策となってい
るようだ。
表10 楢みの椙談相手 人
移住者 日系人 移住者 日系人
夫 7 11 学校の先生
親 3 8 牧師・神父・宣教翻 3 
友人・隣人 10 7 職場の上司
きょうだい 7 10 団体・グループの仲間 5 
子ども 9 8 その他
親戚・親類 3 6 相談相手はいなかった
(3) 生活満足
最後に fあなたは、これまでと現在の生活全般について、満足されていますかJと、生活全殻の総合的
278 赤星礼子，福島由利子
評価である生活満足疫を尋ねた。移住者は、「どちらかといえば満足」に額くものの概ね「満足jしてい
ると答えている。日系人は「満足しているj人が多いが、 fどちらかといえばjも含めて、移住者と開様
に瀧足している人が多い(有意差はない)。
結 語
アンケート調査に基づく本報告は、アルゼ、ンチンにおける日本人移住者の生活実態のなかに日本的な生
活文化の伝承がみられるということを実証するものである。以下に、その結果を列記する。
調査対象者を日本で義務教育以上を受けてアjレゼンチンに移住した「移住者jと、日本での}苦住期間の
短い「日系人jという比較グループ。を作って分析をすすめた。
① 年齢構成については、移住者(平均年齢:63.31歳)が日系人(間:51. 67歳)よりも高い年齢層に
ある。
② 国籍は、移住者は全員日本籍を保持している。日系人は、 8名が日本籍を保持している。
籍を含む。)
③ 世帯構成は、移住者の2剖を除き、臼系人も核家族(，夫婦家族制J)である。しかし、別居子との
交渉頻度は高い。
④ 日本語の読み書き能力(自己評'価)は、日系人に「不自由jとする人が多くなり、日常の子や孫と
の会話でも日本語の使用が減る傾向にある。
⑤ 移住者も日系人も、日本人会や県人会、そしてこの会が主催する諸々の集まりに参加している。
つぎに、その家財道具の所有状況から日常生活、ライフスタイルを分析した。
⑤ 住生活については、全員ベッド、テーブルと精子の西洋風(アルゼンチン風)の生活である。ただ
し、移住者については和風の「お風呂Jを懐かしむ額向がある。
⑦衣生活では、「掠りネIHJ，ゆかたJ，訪問着jの所有率が高く、日本人会などで組織された「日本舞
踊Jの稽古や、「盆踊りjなどの集まりがよく開催され、参加率も高いことがわかる。
③ 食生活では、「電気釜・炊飯器」をほぼ全員が所有しており、和食が食べられている。すっかり「ア
jレゼンチン風であるJ人は少ない。和食を作るためには、様々な工夫がなされている。
そこで、子や孫に伝えたい f日本の生活文化jをどのように捉えているかをみた。
⑨ 最も子や孫に伝えたいのは「自本語」である。
⑮ つぎに、「日本人の礼儀正しさJや「日本人の勤勉さJである。
⑪ さらに、「日本の歌J、f盆踊りjや「日本舞踊Jである。
⑫ すでに日本の行事として伝えられているのは、「お正月jと「大みそ日Jで、ほとんどの人が特J.J1j
な日としている。 行事食として、「すし、いなりずし、さしみ、煮しめ、おもち(雑煮はなどが並ぶ。
この結来、これからでも f習ってみたいことJとして、以下の事項があげられる。
⑬ 最も習ってみたい希望が高かったのは「料理Jである。移住者に多い (12名)が日系人 (6名)に
も多い。和食だけでなく、アルゼンチン料理などの洋食も含まれる。
⑭ つぎが「日本舞踊jや「盆踊りJなどの日本の踊りである。関連して「和裁jを習いたいという人
もいる。
最後に、移住者や日系人の日常生活についてみた。
⑮課査対象者は全員女性であり、家事については主な遂行者となっている。また、(別居の)子ども
の相談相手にもなっている。
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⑮ 現在の…番の心記挙は f子どもの仕事や結婚」、そして「孫のしつけや進学jである。
つぎに f経済的に不安があるjと f健康面に不安がある」である。
⑫ このような悩みの相談梧手は、夫、きょうだい、うこども、親などの近しい親族・家族が中心である
が、自系社会の「友人・礎人jも多い。
⑬ 以上の結果、調査対象者は「これまでと現在の生活全般についてJ、概ね f満足している」という
生活満足度が示された。
本報告では、調査対象者を移住者と日系人という比較グルーフ。を作って分析したが、このグループ分け
については属性富での違いはあることは当然であるが、その生活状況、つまり生活文化の理解、有り様、
ライフスタイルには顕著な違いはなかったO 少なくともアンケート調査では、顕著な違いは見出せなかっ
た。(細かな違いこそが重要とも思える部分もある。)しかし、日系人も移住者とともにアルゼンチンの日
系社会を構成していることを考えれば、この2つのグループに違いがなくとも当然のことであり、それだ
けに、日本の生活文化が現在の姿で伝承されていることに意義がある。
アルゼンチンでは、日本人であることで人種的差別を受けると感じることは少なくげないように思う。j
という返答が多かったorないJという訳ではない。)、むしろ日本人であるならば f日本人で=あると自己
主張をしなければいけないjという社会である。前述のように、例えば佐賀県人会で盆踊りが陪保される
と、県人会の会員だけではなく、会場に近いから、配偶者が佐賀県人であるから、踊りの会の友人が佐賀
県人だから、などという様々な繋がりで浴衣を着て集まる。これは、社会に向けて移住者が、「私は呂本
人で、あるjということを誇示する意味が強い。また、…方で、そのような行動をとる人をアルゼンチン社
会が rs本人であるアルゼンチン人jと認めるという。つまり、浴衣を着て「盆踊りJIこ集まるという日
本文化を伝承することによって、日系亜人がアルゼンチン社会で生きるということに繋がっていると理解
される。
以上の結果から、本石汗究の第2の目的である JICAのシニア海外ボランテイアとして「文化一般Jに分
類される「日本舞踊Jr料理Jr裁縫Jなどの教授・指導の派遣には大きな意義があると考えられる。
認辞:アルゼンチンの現地調査は、平成15年度の学長裁量経費 (50万円)の支援によって実施できた。
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